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『『
主主
人人
とと
のの
思思
いい
出出
』』  

衛
２ 

小
木
曽
（
山
口
）
栄
子 

昨
年
の
８
月
主
人
が
こ
の
世

か
ら
あ
の
世
へ
出
発
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
や
テ
ニ
ス
、
ド
ラ
イ
ブ
、

カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
な
主
人
で

し
た
。
私
も
い
ろ
い
ろ
な
所
に
連

れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

だ
日
数
が
た
っ
て
い
な
い
せ
い

か
、
何
を
や
っ
て
も
「
こ
う
だ
っ

た
な
」
「
あ
～
だ
っ
た
な
」
と
、

と
て
も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
ど
れ
を
と
っ
て
も
大
切
な

思
い
出
で
す
。
こ
の
よ
う
な
大
切

な
思
い
出
を
与
え
て
く
れ
た
主

人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
！ 

 

次
号 

吉
沢 

三
枝
子
（
推
） 

 

『『
城城
下下
町町
松松
代代
がが
おお
すす
すす
めめ
！！
』』  

衛
３ 

平
野 

孝
明 

１
９
７
０
年
４
月
Ｊ
Ａ
長
野

松
代
総
合
病
院
臨
床
検
査
部
に

就
職
し
、
２
０
０
８
年
３
月
60

歳
で
定
年
退
職
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
現
在
に
至
る
ま
で
長
野
市

内
に
本
社
が
あ
る
臨
床
検
査
所

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
私
の
お
す

す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
真
田
十
万
石

の
城
下
町
で
あ
っ
た
長
野
市
松

代
で
す
。
桜
の
松
代
城
跡
、
松
代

藩
武
家
屋
敷
、
商
家
、
真
田
邸
、

宝
物
館
な
ど
を
め
ぐ
る
町
巡
り
。

ま
た
、
武
田
信
玄
の
隠
し
湯
と
言

わ
れ
る
温
泉
成
分
日
本
一
の
松

代
温
泉
な
ど
、
見
所
満
載
で
す
！ 

 

次
号 

天
木
（
丸
山
）
登
代 

『『
高高
山山
村村
のの
絶絶
景景
スス
ポポ
ッッ
トト
』』  

衛
４ 

高
村
（
古
川
）
純
子 

数
あ
る
う
ち
の
一
つ
が
「
雷

滝
」
で
す
。
急
な
石
段
を
５
分
程

下
る
と
轟
音
を
立
て
て
落
下
す

る
豪
快
な
滝
が
松
川
渓
谷
の
岩

肌
と
と
も
に
現
れ
ま
す
。
水
し
ぶ

き
を
浴
び
滝
の
裏
側
に
回
る
と

激
流
の
隙
間
か
ら
眼
下
に
松
川

渓
流
が
・
・
・
。
瞬
時
に
癒
さ
れ

る
少
し
ス
リ
リ
ン
グ
な
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。 

 

最
近
は
上
り
の
石
段
が
身
に

こ
た
え
ま
す
が
、
よ
い
運
動
に
な

り
ま
す
。 

 

  

次
号 

玉
城
（
酒
井
）
百
合
子  

『『
白白
河河
のの
関関
』』  

衛
５ 

岡
野
（
土
田
）
章
子 

福
島
県
白
河
市
に
住
ん
で
三

十
数
年
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
が
今
年
度
で
な
け
れ
ば
、

震
災
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
、
修
復
を
終
え
て
復
活
し
た
小

峰
譲
や
、
日
本
最
古
の
人
造
湖
、

南
湖
を
ご
紹
介
す
る
の
で
す
が
、

今
は
や
は
り
高
校
野
球
で
仙
台

育
英
の
優
勝
旗
が
初
め
て
白
河

の
関
を
越
え
た
こ
と
で
話
題
に

な
っ
た
白
河
神
社
で
し
ょ
う
。
目

下
御
朱
印
を
求
め
る
行
列
が
で

き
て
い
ま
す
。 

 

次
号 

山
本
（
松
本
）
ひ
ろ
子 

『『
観観
光光
名名
所所
とと
近近
況況
報報
告告
』』  

臨
１ 

新
倉
（
宮
本
）
秀
雄 

 

駒
ヶ
根
共
立
ク
リ
ニ
ッ
ク 

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
宝
剣

岳
に
あ
る
千
畳
敷
カ
ー
ル
で
す
。 

【
近
況
報
告
】 

透
析
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
週

2.5
日
働
い
て
い
ま
す
。
透
析
患

者
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
対
し
て

返
答
す
る
と
き
に
、
検
査
技
師
の

教
育
課
程
に
薬
理
学
の
必
要
性

を
感
じ
ま
す
。
趣
味
は
民
謡
。
再

度
、
全
国
大
会
め
ざ
し
て
努
力
し

て
い
ま
す
。 

 

次
号 

上
原
（
横
田
）
慶
子 

満開の桜の 
松代城跡大手門 

富士山と諏訪湖 

 

 

普段は静かなこじんまりした 
神社です 

職場から見える中央アルプス宝剣岳 

10
月
の
「
雷
滝
」 

 

遊
歩
道
が
滝
の
裏
側
に 
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2 
 

『『
想想
いい
でで
のの
銀銀
世世
界界
』』  

短
１ 

鬼
頭
（
加
藤
）
淳
子 

私
は
温
泉
、
「
扉
温
泉 

明
神

館
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
松
本

市
に
流
れ
る
薄
川
の
上
流
、
深
い

木
々
に
囲
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。
温

泉
（
浴
場
）
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
、

部
屋
、
サ
ー
ビ
ス
ど
れ
も
満
足
で

き
る
も
の
で
す
。 

殊
に
半
露
天
の
立
ち
湯
は
気

持
ち
が
良
く
、
数
年
前
、
12
月

初
旬
に
訪
れ
た
際
、
初
冬
の
末
枯

れ
の
景
色
が
一
晩
で
銀
世
界
に

な
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。 

 

次
号 

和
田
（
小
池
）
治
美
（
推
） 

『『
離離
島島
』』  

短
２ 

齋
藤
（
三
室
）
睦
子 

趣
味
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
で
珍
し
い
鳥
と
の
出
会
い
を

求
め
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
あ

ち
こ
ち
の
島
へ
旅
行
し
て
い
ま

し
た
。 

10
年
ほ
ど
前
に
九
州
に
住
む

こ
と
に
な
り
、
憧
れ
の
ト
カ
ラ
列

島
、
南
大
東
島
へ
行
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
は
故
郷
の
静
岡
に

戻
っ
て
い
る
の
で
、
ま
だ
行
っ
た

こ
と
の
な
い
小
笠
原
に
行
く
の

が
夢
で
す
。 

 

次
号 

中
原
（
林
）
圭
子 

『『
海海
がが
自自
慢慢
のの
蒲蒲
郡郡
』』  

短
３ 

稲
石 

幸
子 

ア
ル
プ
ス
の
む
こ
う
に
は
海

が
あ
る
と
信
じ
、
笑
わ
れ
た
学
生

時
代
。 

私
は
蟹
の
爪
の
形
を
し
た
三

河
湾
の
奥
の
、
海
の
街
「
蒲
郡
」

で
育
ち
ま
し
た
。
三
河
湾
に
は
全

国
的
に
珍
し
い
「
高
足
蟹
」
が
住

み
、
唐
揚
げ
が
お
い
し
い
「
メ
ヒ

カ
リ
」
も
御
一
緒
し
て
い
ま
す
。

竹
島
水
族
館
は
全
国
有
数
の
深

海
魚
の
水
族
館
。
海
に
は
浮
か
ぶ

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
「
ラ
グ
ナ
シ

ア
」
も
あ
り
ま
す
。 

 

  

次
号 

岡
崎
（
大
倉
）
和
美
（
推
） 

『『
生生
島島
足足
島島
神神
社社
』』  

短
４ 

杉
浦
（
武
田
）
文
子 

塩
田
平
は
多
く
の
神
社
仏
閣

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
に
は
レ
イ
ラ
イ
ン
が
つ
な
ぐ

「
太
陽
と
大
地
の
聖
地
」
と
し
て

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
私
が
よ
く
訪
れ
る
の
は
、

太
古
よ
り
国
の
鎮
守
と
仰
が
れ

国
の
真
ん
中
あ
た
り
に
お
祀
り

さ
れ
る
生
島
足
島
神
社
で
す
。
安

産
祈
願
・
初
宮
詣
・
七
五
三
詣
・

厄
除
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
孫
と

一
緒
に
境
内
の
散
策
を
し
て
い

ま
す
。 

 

 

次
号 

玉
井 

清
子 

『『
自自
然然
にに
つつ
つつ
まま
れれ
るる
』』  

短
７ 

小
林
（
吉
村
）
厚
子 

奥
志
賀
高
原
エ
リ
ア
に
雑
魚

川
（
ざ
こ
が
わ
）
沿
い
を
歩
く
遊

歩
道
「
奥
志
賀
渓
谷
コ
ー
ス
」
が

あ
り
ま
す
。
森
の
道
は
自
然
の
ま

ま
で
、
変
化
と
発
見
が
楽
し
め
る

コ
ー
ス
で
す
。
見
ど
こ
ろ
は
、
川

底
も
グ
リ
ー
ン
タ
フ
。
緑
色
凝
灰

色
の
一
枚
岩
盤
が
川
幅
い
っ
ぱ

い
に
広
が
り
、
延
々
と
流
れ
を
美

し
く
輝
か
せ
て
い
ま
す
。
手
つ
か

ず
の
奥
山
な
の
で
そ
れ
な
り
の

準
備
を
お
忘
れ
な
く
。 

 

次
号 

野
中
（
山
本
）
裕
子 

島にお店があれば入ってみます 

「ハーモニカの滝」紅葉フェスタの
ガイドツアーにて 

 

境
内
の
入
り
口 

 

左
側
に
鯉
の
い
る
池 

 

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ 

 

竹
島 
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3 
 

『『
蓼蓼
科科
親親
湯湯
温温
泉泉
』』  

短
９ 

佐
藤
（
青
木
）
紀
子 

同
居
親
族
以
外
の
食
事
を
自

粛
し
て
い
る
中
、
感
染
が
下
火
の

一
昨
年
秋
に
県
民
割
利
用
で
唯

一
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
温
泉

ホ
テ
ル
で
す
。
と
に
か
く
ワ
ク
ワ

ク
し
た
の
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
廊

下
の
約
３
万
冊
に
及
ぶ
蔵
書
！ 

そ
れ
と
完
全
個
室
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
お
食
事
！ 

１
週
間
程
滞
在

し
て
も
メ
ニ
ュ
ー
は
被
ら
な
い

と
伺
い
ま
し
た
。
『
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
‼
』
・
・
・
な
ん

て
ね
。 

 

次
号 

柴
田
（
伊
川
）
明
子
（
推
） 

『『
私私
のの
パパ
ワワ
ーー
スス
ポポ
ッッ
トト
』』  

短
11 

矢
崎
（
秋
田
）
和
美 

総
武
線
亀
戸
駅
か
ら
10
分
ほ

ど
歩
く
と
亀
戸
香
取
神
社
が
あ

り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
神
様
と
し

て
有
名
で
、
病
気
や
自
分
に
勝
ち

た
い
人
に
も
お
す
す
め
で
す
。
拝

殿
右
手
前
に
大
黒
様
と
恵
比
寿

様
の
像
が
あ
り
、
体
の
具
合
の
悪

い
部
位
を
洗
い
清
め
る
と
御
利

益
が
あ
る
そ
う
で
す
。
娘
の
合
格

祈
願
で
初
め
て
参
拝
し
て
以
来
、

折
に
触
れ
て
訪
れ
る
大
好
き
な

神
社
で
す
。 

 

次
号 

飯
田
（
赤
羽
）
幸
子
（
推
） 

『『
ザザ••

観観
光光
地地
』』  

短
12 

佐
藤
（
黒
岩
）
士
保
子 

 

３
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
み
な
と
み
ら
い
の
集
団

接
種
会
場
で
受
け
る
た
め
最
寄

り
駅
で
降
車
す
る
と
、
一
昨
年
開

業
し
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
目
に

飛
び
込
ん
で
来
ま
し
た
。
そ
れ
を

頭
上
に
見
な
が
ら
汽
車
道
を
歩

き
接
種
会
場
へ
。
会
場
近
く
に
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
も
誕
生
し
て

い
ま
し
た
。 

進
化
の
止
ま
ら
ぬ
み
な
と
み

ら
い
地
区
で
す
。 

  

次
号
三
橋
（
駒
村
）
由
美
（
推
） 

『『
時時
折折
〝〝
空空
へへ
〟〟
向向
かか
うう
』』  

短
13 

笠
間 

睦
美 

松
本
協
立
病
院 

松
本
合
同
庁
舎
の
近
く
に
あ

る
リ
ス
ト
ラ
ン
テ  

ア
ル
シ
エ

ロ
。
「
空
へ
」
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
。
高
め
の
天
井
に
大
き
な

窓
ガ
ラ
ス
で
風
に
揺
れ
る
木
々

や
広
い
中
庭
を
臨
め
ま
す
。
ス
ー

プ
や
お
料
理
で
味
覚
・
視
覚
・
嗅

覚
を
心
地
よ
く
刺
激
さ
れ
、
空

間
・
時
間
は
穏
や
か
に
過
ぎ
て
い

く
・
・
・
み
た
い
な
お
店
で
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
体
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 

次
号 

鍵
谷 

ひ
と
み
（
推
） 

『『
おお
すす
すす
めめ
スス
ポポ
ッッ
トト
』』  

短
14 

久
保
田
（
宮
崎
）
薫 

運
動
不
足
解
消
に
近
隣
の
山

や
公
園
を
散
策
し
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
茶
臼
山
公
園
は
動
植
物

園
も
あ
り
、
長
野
市
街
も
一
望
で

き
て
お
気
に
入
り
の
場
所
で
す
。

一
番
の
特
徴
は
実
物
大
の
恐
竜

像
が
公
園
の
所
々
に
展
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
、
中
々
の
迫
力
で

す
。
体
が
滑
り
台
に
な
っ
て
い
る

物
も
あ
り
、
自
由
に
乗
っ
た
り
入

っ
た
り
で
き
る
の
で
恐
竜
好
き

の
子
に
は
お
す
す
め
で
す
。  

次
号 

横
山 

和
恵 

境内は落ち着いた雰囲気で
いつも癒されます 

パーキングからの風景 

本棚に囲まれた 

ラウンジなのです 

運河から見た 
YOKOHAMA AIR CABIN 

善光寺平を見おろすブロントサウルス 
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4 
 

『『
掛掛
川川
花花
鳥鳥
園園
』』  

短
18 

山
口
（
新
川
）
智
美 

世
界
中
の
鳥
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
て
、
餌
や
り
体
験
な
ど
鳥
た

ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
す
。
動
か
な
い

鳥
で
有
名
な
「
ハ
シ
ビ
ロ
コ
ウ
」

の
「
ふ
た
ば
ち
ゃ
ん
」
に
会
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
と
て
も
楽
し
い

場
所
で
１
日
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
う
ち
の
家
族
は
結
局

我
が
家
の
白
文
鳥
２
羽
が
一
番

か
わ
い
い
と
言
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。 

 

次
号 

市
川
（
堀
江
）
淑
子
（
推
） 

『『
街街
のの
パパ
ワワ
ーー
スス
ポポ
ッッ
トト
』』  

短
19 

松
浦 

仁
美 

私
の
勤
務
地
愛
知
県
蒲
郡
市

は
、
人
口
８
万
人
程
の
小
さ
な
温

泉
観
光
地
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
ま

し
た
が
、
老
舗
旅
館
で
の
集
団
ワ

ク
チ
ン
等
、
街
全
体
で
奮
闘
し
て

い
ま
す
。 

時
々
眺
め
る
街
の
シ
ン
ボ
ル

「
竹
島
」
は
、
慌
た
だ
し
い
日
常

に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
ま
す
。 

 

 

次
号 

小
池
（
角
野
）
真
理
子
（
推
） 

『『
美美
味味
しし
いい
おお
蕎蕎
麦麦
屋屋
ささ
んん
』』  

短
23 

木
下
（
佐
藤
）
晃
代 

豊
田
厚
生
病
院 

私
の
お
す
す
め
は
『
蕎
麦
処
な

つ
井
』
で
す
。 

我
が
家
は
大
晦
日
に
お
邪
魔

し
、
一
年
無
事
に
過
ご
せ
た
こ
と

に
感
謝
し
つ
つ
お
蕎
麦
を
頂
き
、

幸
せ
な
気
分
で
一
年
を
締
め
く

く
り
ま
す
。
大
学
生
で
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
る
息
子
と
今
年
も

一
緒
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
載
っ
た

お
店
で
も
あ
り
お
味
は
お
墨
付

き
！ 

豊
田
市
に
来
た
際
に
は
是

非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

 

次
号 

竹
下 

律
子
（
推
） 

『『
恐恐
竜竜
博博
物物
館館
へへ
ぜぜ
ひひ
！！
』』  

短
24 

林
（
清
水
）
由
紀
子 

福
井
県
済
生
会
病
院 

私
の
地
元
、
福
井
の
お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト
「
恐
竜
博
物
館
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
恐
竜
を
い
き
い
き

と
リ
ア
ル
に
再
現
し
、
化
石
も
沢

山
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
恐
竜
時

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か

の
よ
う
な
臨
場
感
が
あ
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
興
味
を
引
き
立
て

る
こ
と
間
違
い
な
し
！ 

福
井
に

お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
福
井
県
立

恐
竜
博
物
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

次
号 

中
出 

祐
介
（
推
） 

『『
ララ
ンン
・・
楽楽
・・
ララ
ンン
ニニ
ンン
ググ
』』  

  

短
25 

清
水
（
宇
原
）
美
帆 

家
か
ら
外
を
眺
め
る
と
、
田
ん

ぼ
に
鷺
が
い
る
こ
の
地
に
暮
ら

し
て
も
う
す
ぐ
10
年
。 

私
の
住
む
こ
の
ま
ち
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
お
す
す
め

し
ま
す
。 

・
太
郎
山
登
山
競
争 

・
信
州
爆
水
Ｒ
Ｕ
Ｎ
ｉ
ｎ
依
田
川 

・
古
戦
場
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン 

最
近
の
私
は
、
全
力
で
応
援
す

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
無
理
せ
ず
楽
ニ
ン
グ
し
て
い

ま
す
。 

皆
様
も
信
州
上
田
で
一
緒
に

走
り
ま
し
ょ
う
。 

     

次
号 

坂
本 

直
子
（
推
） 

天ぷらもサクサクで 
美味しい『天ざる』  

白文鳥  
あんこ（♀）とおもち（♂） 

福井県立恐竜博物館の 
ティラノサウルス 

隣接する水族館も人気です 



5

 

5 
 

『『
景景
色色
がが
最最
高高
「「
上上
高高
地地
」」』』  

短
26 

二
木 

亜
希
子 

穂
高
連
峰
に
登
山
す
る
際
に

訪
れ
ま
す
。
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
が
沢

山
あ
り
、
大
自
然
を
満
喫
し
な
が

ら
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
す
。
槍
ヶ
岳
・
涸
沢
へ
の
分

岐
点
で
あ
る
横
尾
山
荘
ま
で
は

平
坦
な
道
な
の
で
、
登
山
は
無

理
！ 

と
い
う
方
に
も
ハ
イ
キ
ン

グ
を
お
薦
め
し
ま
す
。
日
帰
り
で

河
童
橋
周
辺
を
散
策
し
な
が
ら
、

お
店
や
カ
フ
ェ
巡
り
を
し
て
も

十
分
楽
し
め
ま
す
。 

 

次
号 

友
田
（
町
田
）
京
子 

『『
秋秋
にに
なな
るる
とと
やや
はは
りり
・
・
・
』』  

短
27 

梶
川
（
木
村
）
は
ず
き 

市
立
恵
那
病
院 

岐
阜
県
中
津
川
市
で
は
栗
き

ん
と
ん
が
有
名
で
す
。
栗
き
ん
と

ん
マ
ッ
プ
を
片
手
に
食
べ
比
べ

好
み
の
お
店
を
見
つ
け
る
の
も

良
し
。
栗
粉
餅
、
栗
お
こ
げ
せ
ん

べ
い
な
ど
の
栗
菓
子
や
五
平
餅
、

ケ
イ
ち
ゃ
ん
、
か
ら
す
み
を
味
わ

い
な
が
ら
紅
葉
を
楽
し
む
の
も

良
し
。
地
元
民
と
し
て
は
プ
チ
観

光
客
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
季

節
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ド
ラ
イ
ブ

が
お
す
す
め
で
す

。 

 

 

次
号 

加
来
（
三
澤
）
和
佳
奈 

『『
茶茶
臼臼
山山
動動
物物
園園
』』  

短
28 

金
井
（
加
藤
）
あ
づ
み 

長
野
市
篠
ノ
井
に
あ
る
、
善
光

寺
平
が
一
望
で
き
る
茶
臼
山
動

物
園
は
我
が
家
の
お
気
に
入
り

で
す
。
一
番
の
お
す
す
め
の
レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
は
、
ま
る
で
動
く
ぬ

い
ぐ
る
み
！ 

飼
育
頭
数
は
全
国

一
だ
そ
う
で
す
。
お
客
さ
ん
に
近

い
距
離
に
い
る
の
で
、
足
下
ま
で

来
て
く
れ
て
か
わ
い
い
で
す
。
わ

が
子
も
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

動
物
た
ち
に
癒
さ
れ
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
ま
す
。 

 

次
号 

向
井
（
若
林
）
早
紀 

『『
行行
っっ
たた
気気
分分
』』  

保
2 

柳
澤 

智 

株
式
会
社
Ｅ
Ｐ
綜
合 

ア
ル
プ
ス
公
園
の
動
物
園
や

安
曇
野
の
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
は
子

供
が
い
る
と
良
く
行
き
ま
す
ね
。

で
も
最
近
は

Y
o
u

T
u

b
e

の
ラ

イ
ブ
映
像
を
見
て
行
っ
た
気
分

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
友
人
も
数

人
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
探
し
て
み

る
と
、
い
ろ
ん
な
ラ
イ
ブ
映
像
が

あ
る
ん
で
す
ね
。
好
き
な
の
は
動

物
系
で
、
普
段
映
ら
な
い
動
物
と

か
が
見
れ
る
と
子
供
と
一
緒
に

興
奮
し
て
ま
す
。 

 

次
号 

龍
﨑
（
望
月
）
静
佳
（
推
） 

『『
水水
のの
音音
』』  

保
３ 

若
林 

泰
史 

私
は
時
折
、
釣
り
に
出
か
け
ま

す
。
行
き
先
は
地
元
の
川
や
釣
り

堀
な
ど
。
そ
こ
で
は
ニ
ジ
マ
ス
や

ヤ
マ
メ
な
ど
が
釣
れ
ま
す
。
水
の

流
れ
る
音
を
聞
き
な
が
ら
水
面

の
糸
を
じ
っ
と
見
入
る
と
日
常

か
ら
離
れ
た
静
寂
な
時
間
を
体

感
で
き
ま
す
。
釣
れ
た
瞬
間
も
、

静
か
に
竿
を
構
え
て
い
る
時
間

も
心
地
よ
い
ひ
と
時
で
す
。
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
静
か
に
過

ご
せ
る
場
所
は
お
す
す
め
で
す
。 

 

  

次
号 

佐
藤 

尚
子
（
推
） 

 
食べる姿もかわいい 

手
作
り
タ
レ
で
炭
火
焼
き
の 

五
平
餅
作
り 

 

横尾山荘前からの眺め 
空気が澄んでます 

水
の
流
れ
る
音
を
聞
き
な
が
ら…

 

動物園でもなかなか見れない!? 
Gondwana-collection.com 
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6 
 

『『
日日
光光
にに
きき
たた
らら
是是
非非
‼‼
』』  

保
５ 

橋
本 

真
里 

私
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
、

日
光
田
母
沢
御
用
邸
記
念
公
園

で
す
。
現
存
す
る
明
治
・
大
正
期

の
御
用
邸
の
中
で
は
最
大
規
模

の
も
の
で
‼ 

四
季
を
楽
し
め
る

庭
園
に
は
樹
齢
４
０
０
年
の
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
あ
り
、
迫
力
に
圧

倒
さ
れ
ま
す
。
建
物
の
中
も
見
学

で
き
、
私
的
お
す
す
め
は
和
と
洋

の
コ
ラ
ボ
で
す
。
和
室
に
あ
る
シ

ャ
ン
デ
リ
ア
が
綺
麗
す
ぎ
て
、
写

真
い
っ
ぱ
い
撮
り
た
く
な
り
ま

す
。 

 

 

次
号 

前
田
（
谷
本
）
麻
衣
子 

『『
山山
形形
県県
はは
ララ
ーー
メメ
ンン
大大
国国
』』  

保
7 

表 

貴
文 

地
元
石
川
か
ら
山
形
に
移
住

し
て
早
１
年
。
移
住
し
て
ま
ず
感

じ
た
こ
と
は
、
『
山
形
の
ラ
ー
メ

ン
屋
は
旨
い
！
』
で
し
た
。
某
ケ

ン
ミ
ン
シ
ョ
ー
で
お
な
じ
み
辛

味
噌
ラ
ー
メ
ン
や
鳥
中
華
な
ど

個
性
的
な
ラ
ー
メ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、
中
で
も
私
の
お
す
す
め
は

山
形
市
に
あ
る
『
麵
家
か
ぐ
ら 

西
バ
イ
パ
ス
店
』
の
鶏
ご
ぼ
う
味

噌
。
と
に
か
く
旨
い
！ 

山
形
に

お
越
し
の
際
は
是
非
ご
賞
味
あ

れ
。 

 

 

次
号 

青
木 

尚
文 

『『
砂砂
場場
』』  

保
８ 

岡
本
（
岡
部
）
有
万 

豊
田
厚
生
病
院 

お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
は
我

が
家
の
庭
の
砂
場
で
す
。
気
に
入

っ
て
る
の
は
も
ち
ろ
ん
娘
。 

暑
い
寒
い
関
係
な
く
、
毎
日
砂

場
で
山
や
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
ま

す
。
た
ま
に
猫
も
遊
び
に
来
た
り
、

娘
の
喜
ぶ
顔
も
見
れ
て
、
私
に
と

っ
て
は
最
高
の
癒
し
ス
ポ
ッ
ト

で
す
ね
。
で
も
、
た
ま
に
は
早
く

家
に
入
っ
て
ご
飯
の
準
備
し
た

い
な
・
・
・ 

 

 

  

次
号 

加
藤 

雄
大 

『『
私私
のの
おお
すす
すす
めめ
スス
ポポ
ッッ
トト
』』  

保
9 

三
浦
（
齋
藤
）
瞳 

四
日
市
市
保
健
所
食
品
衛
生
検
査
所 

私
の
お
す
す
め
は
Ｊ
Ｆ
Ｌ
で
戦
っ

て
い
る
ヴ
ィ
ア
テ
ィ
ン
三
重
の
ス
タ

ジ
ア
ム
で
す
。
Ｊ
３
へ
の
昇
格
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
に
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
の
応
援
に
熱
を
入
れ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
最
近
ス
タ

ジ
ア
ム
が
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
に
な
り
、

地
域
一
丸
で
応
援
ム
ー
ド
が
で
き
、

地
域
の
お
店
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

試
合
を
楽
し
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、
美

味
し
い
地
元
グ
ル
メ
（
ス
タ
グ
ル
）

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
子
供

も
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
が
用
意
さ
れ
て

い
た
り
、
年
代
問
わ
ず
み
ん
な
が
楽

し
め
る
の
が
い
い
で
す
。 

 

次
号 

櫻
井
（
蕪
木
）
理
子 

『『
かか
わわ
いい
いい
』』  

保
11 

古
清
水 

千
咲 

イ
ン
ド
ア
で
家
に
い
る
こ
と

が
多
い
私
で
す
が
、
動
物
園
や
牧

場
に
行
く
の
が
好
き
で
す
。 

こ
の
写
真
は
、
滋
賀
県
の
山
田

牧
場
に
行
っ
た
際
に
撮
り
ま
し

た
。 訪

れ
た
日
が
寒
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
ヤ
ギ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
ず

っ
と
足
元
に
く
っ
つ
い
て
き
た

り
、
懐
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
き
た

り
し
ま
し
た
。
か
わ
い
い
で
す
ね
。 

 

 

  

次
号 

佐
々
木 

陽
祐 

応援に行った時の 
スタジアム前 

カ
メ
ラ
目
線
で
す 

か
わ
い
い
で
す
ね 

人
気

1No.
１
鶏
ご
ぼ
う
ラ
ー
メ
ン
み
そ
味 

８
３
０
円(

大
盛
は
＋
１
０
０
円) 

砂
場
命
の
娘 

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
も
丸
い
窓
も 

素
敵
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？ 

人
気
No.
１
鶏
ご
ぼ
う
ラ
ー
メ
ン
み
そ
味

　

８
３
０
円(

大
盛
は
＋
１
０
０
円)



7

 

7 
 

『『
遊遊
びび
場場
かか
らら
思思
いい
出出
のの
地地
へへ
』』  

保
12 

宮
島
（
田
中
）
恵
理
奈 

 
家
の
近
く
に
あ
る
公
園
に
子

ど
も
と
よ
く
行
き
、
一
緒
に
走
り

回
っ
た
り
遊
具
で
遊
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
大
き
く
な
れ
ば
一
緒

に
遊
ぶ
こ
と
も
な
く
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
そ
の
時
に
は
、
私
に

と
っ
て
こ
の
公
園
は
子
ど
も
と

の
幸
せ
な
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

場
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
こ
の

瞬
間
を
大
事
に
噛
み
し
め
な
が

ら
、
こ
こ
で
思
い
出
を
た
く
さ
ん

作
り
我
が
子
の
成
長
を
見
守
り

た
い
で
す
。 

 

 

次
号 

池
田 

朱
里 

『『
良良
きき
スス
タタ
ジジ
アア
ムム
』』  

保
13 

中
川 

真
優
子 

大
学
在
学
時
は
Ｊ
リ
ー
グ
の

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
を
応
援
し
て
い

ま
し
た
が
、
大
阪
に
来
て
か
ら
ガ

ン
バ
大
阪
を
応
援
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
が
私
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。 

選
手
と
の
距
離
感
が
近
く
、
試

合
を
よ
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
ス
タ
ジ
ア
ム
な
の
で
機
会
が

あ
っ
た
ら
応
援
に
訪
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
！ 

 

 

  

次
号 

武
田 

麻
希 

『『
美美
ヶヶ
原原
高高
原原
』』  

保
1６ 

百
瀬 

翠 

信
州
大
学
大
学
院 

信
州
と
言
え
ば
豊
か
な
自
然
、

と
い
う
こ
と
で
、
私
の
お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト
は
美
ヶ
原
高
原
で
す
。

早
朝
の
美
ヶ
原
高
原
は
空
気
が

澄
ん
で
い
て
き
り
り
と
し
た
寒

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
運
が
良
け

れ
ば
雲
海
を
見
る
こ
と
も
で
き
、

一
面
に
開
け
た
視
界
の
中
、
眼
下

に
広
が
る
雲
を
見
る
と
自
然
の

雄
大
さ
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
気
持

ち
を
切
り
替
え
た
い
と
き
に
、
ぴ

っ
た
り
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。 

 

次
号 

小
澤 

里
咲 

■■
次次
号号  

編編
集集
委委
員員
会会
かか
らら
のの
推推
薦薦  

衛
1 

清
水 

敏
夫 

衛
6 

吉
良
（
宮
沢
）
紀
子 

臨
2 

田
中 

祐
子 

短
5 

玉
置
（
金
田
）
尚
世 

短
6 

中
田
（
水
野
）
は
る
み 

短
8 

三
村
（
吉
里
）
典
子 

短
10 

西
島
（
矢
島
）
り
さ 

短
15 

杉
山
（
曽
我
）
美
千
代 

短
16 

小
島
（
奥
原
）
美
香 

短
17 

角
井
（
谷
中
）
ひ
と
み 

短
20 

中
村 

和
恵 

短
21 

岡
村 

杏
子 

短
22 

後
藤
（
木
村
）
磨
希 

短
29 

伊
藤 

江
梨
子 

保
1 

藤
井
（
小
越
）
ま
す
み 

保
4 

木
下
（
古
川
）
い
ず
み 

保
6 

竹
下 

翔
太 

保
10 

鈴
木 

那
菜 

保
14 

北
川 

侑
季 

保
15 

古
田 

真
友
花 

 

次
号
の
原
稿
は
、
編
集
委
員
会

か
ら
あ
ら
た
め
て
封
書
等
に
よ

り
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

                  

公
園
の
噴
水
と
と
も
に…

 

通
称
パ
ナ
ス
タ
で
す
！ 

 

次回の募集は 

「私の推しは 〇〇〇」です。 

美ヶ原高原から眺める景色 
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短短大大  ６６  回回生生  

岩岩井井（（細細川川））美美恵恵子子  

  

信
州
大
学
医
療
短
期

大
学
部
衛
生
技
術
学
科

６
回
生
の
私
達
は
、
気
が

付
く
と
卒
後
40
年
、
22

年
前
の
前
回
開
催
以
来

久
し
ぶ
り
の
同
級
会
を

担
任
で
い
ら
し
た
野
本

昭
三
先
生
の
ご
要
望
に
も
お
応
え
す
る

形
で
２
０
２
２
年
10
月
15
日
（
土
）
に
、

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
に
隣
接
す
る

「
レ
ス
ト
ラ
ン 

ル
・
ブ
ラ
ン
」
に
て
、

先
生
を
含
め
27
名
の
参
加
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
続
く
コ
ロ
ナ
禍
、
職
場

の
規
定
で
多
人
数
の
会
合
が
い
ま
だ
禁

止
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
、
職
業
柄

土
曜
も
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
、
体
調
面

の
理
由
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
爽
や
か
な
信

州
の
秋
晴
れ
の
下
、
こ
の
人
数
で
開
催

で
き
た
こ
と
は
幹
事
と
し
て
感
謝
の
念

に
堪
え
ま
せ
ん
。
既
に
同
級
生
全
員
が

還
暦
を
迎
え
、
担
任
の
野
本
昭
三
先
生

に
至
っ
て
は
、
御
年
94
歳
、
今
な
お
週

1
回
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
出
ら
れ
、
エ
イ

ジ
シ
ュ
ー
ト
を
続
け
る
ご
健
在
ぶ
り
に

驚
き
、
活
力
を
頂
き
ま
し
た
。
受
付
は
、

マ
ス
ク
着
用
が
当
た
り
前
の
世
の
中
、

眼
鏡
姿
が
多
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
い
ま

っ
て
、
同
級
生
の
名
前
当
て
ク
イ
ズ
と

化
し
ま
し
た
が
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
第

一
声
を
伺
う
と
、
40
年
前
の
当
時
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
、
信
大
で
学
ん
だ
あ
の

頃
の
教
室
に
戻
っ
た
よ
う
で
し
た
。
卒

後
初
め
て
同
級
会
に
参
加
さ
れ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
り
、
変
遷
と
近
況
報
告
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
臨
床
検
査
技
師

の
国
家
資
格
を
フ
ル
に
活
か
し
て
今
で

も
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
そ
の
後
継
者

を
育
て
て
い
る
方
、
取
っ
た
資
格
の
知

識
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
検
査

技
師
以
外
の
お
仕
事
を
続
け
て
い
る
方
、

畑
違
い
の
職
種
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
、

悠
々
自
適
、
趣
味
を
満
喫
し
て
い
る
方

な
ど
十
人
十
色
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
選

ん
で
、
靭
や
か
に
60
代
を
過
ご
さ
れ
て

い
る
姿
は
40
年
前
に
は
想
像
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
刺
激
的

で
圧
巻
の
光
景
で
し
た
。
丸
山
伸
明
ご

夫
妻
か
ら
は
、
吉
田
安
雄
先
生
の
ご
健

在
ぶ
り
を
嬉
し
く
伺
い
、
幹
事
と
し
て

情
報
収
集
が
足
り
ず
、
会
に
ご
招
待
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
感
じ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
あ
の
若
か
っ
た
日
高

宏
哉
先
生
も
２
年
前
に
定
年
退
職
さ
れ

た
と
伺
い
、
年
月
の
過
ぎ
る
早
さ
に
驚

き
つ
つ
、
故
郷
以
外
に
第
2
の
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
と
し
て
松
本
の
信
大
が
悠
然
と

そ
こ
に
在
る
と
い
う
幸
せ
を
感
じ
た
瞬

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
事
で
恐
縮
で

す
が
当
時
、
信
大
中
検
で
薬
大
大
学
院

卒
後
間
も
な
い
日
高
先
生
に
、
卒
研
第

一
期
生
・
弟
子
と
し
て
、
脂
質
に
関
す

る
機
能
性
ア
ポ
蛋
白
・
リ
ポ
蛋
白
や
抗

体
の
精
製
等
の
研
究
を
ご
指
導
い
た
だ

き
、
戸
塚
実
先
生
の
弟
子
の
和
田
の
「
お

か
あ
さ
ん
」（
愛
称
）
と
共
に
松
本
の
凍

て
つ
く
冬
、
徹
夜
に
近
い
状
態
で
励
ん

だ
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
に
つ
け
、
同
級
会
が

開
催
で
き
る
幸
せ
な
環
境
を
噛
み
締
め
、

世
の
中
が
平
穏
・
平
和
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
願
う
と
と
も
に
、
信
州
大
学
医
学

部
保
健
学
科
と
臨
嶺
会
の
更
な
る
ご
発

展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
次

回
の
同
級
会
で
同
級
生
の
歩
ん
だ
次
の

ス
テ
ー
ジ
を
拝
見
、
拝
聴
す
る
こ
と
が

楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。 
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私
は
、
平
成
26
年
９
月
に
病
因
・

病
態
検
査
学
領
域
の
教
授
職
を
拝

命
し
、
８
年

半
を
一
気
に

駆
け
抜
け
て

き
た
よ
う
な

感
覚
で
退
職

を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま

し
た
。
着
任

後
の
最
初
の

一
年
間
は
ゼ

ロ
か
ら
の
講

義
資
料
作
成

に
追
わ
れ
る

日
々
で
し
た

が
、
今
振
り

返
れ
ば
自
身

の
知
識
の
整

理
に
も
つ
な

が
り
、
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
と

感
じ
ま
す
。
学
部
教
育
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
30
年
以
上
の
医

療
機
関
で
の
実
務
経
験
や
研
究
の

経
験
に
基
づ
い
た
講
義
・
実
習
を

心
が
け
て
参
り
ま
し
た
。
臨
床
微

生
物
学
の
奥
深
さ
や
重
要
性
が
少

し
で
も
学
生
に
伝
わ
っ
て
い
れ
ば

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
在
職
中
に
は
修
士
課
程

17
名 

(
社
会
人
３
名)

、
博
士
課
程

４
名 

(
社
会
人
３
名)

の
大
学
院
生

を
迎
え
入
れ
、
多
く
の
研
究
成
果

を
世
界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
論
理
的
思

考
力
、
実
行
力
、
発
言
力
を
培
う
努

力
が
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
必
ず
や

役
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
最
後

に
教
職
員
の
先
生
方
、
在
校
生
、
卒

業
生
の
皆
さ
ん
の
益
々
の
発
展
を

お
祈
り
し
ま
す
。 

 

お
疲
れ
様
で
し
た 

 

長
野 

則
之 

先
生 

『『
８８
年年
半半
のの
時時
のの
流流
れれ
にに
想想
うう
ここ
とと
』』 
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本
年
度
５
月
よ
り
保
健
学
科
検
査

技
術
学
専
攻
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、

重
藤
聖
子
と
申
し
ま
す
。
本
学
医
療

技
術
短
期
大
学
部
22
回
生
で
す
。
卒

業
後
は
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院

臨
床
検
査
部
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。 現

在
は
採
血
・
循
環
生
理
・
病
理

の
薄
切
・
微
生
物
の
学
内
実
習
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

実
習
風
景
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て

懐
か

し
く

遠
い

昔
を

思
い

出
し

ま
し

た
が
、

一
方
で
授
業
は
ス

マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス

を
使
う
こ
と
が
今

や
当
た
り
前
、
記

録
は
写
真
撮
影
、

出
欠
は

Q

R

コ

ー
ド
読
取
り
な
ど

ア
ナ
ロ
グ
時
代
の
私
に
は
学
生
の
環

境
変
化
を
感
じ
る
ば
か
り
で
す
。 

自
身
の
未
熟
さ
と
向
き
合
い
改
め

て
気
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
こ
の
立

場
に
つ
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

と
も
に
、
時
代
に
合
わ
せ
て
検
査
技

師
の
業
務
が
変
化
し
て
い
る
今
、
教

育
に
お
い
て
は
新
し
い
こ
と
に
対
応

す
べ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
進
み
、
現

場
に
即
し
た
内
容
を
伝
え
る
に
は
自

身
の
向
上
も
課
題
で
す
。
未
来
あ
る

若
者
の
将
来
活
躍
で
き
る
ス
キ
ル
が

学
べ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

責
務
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

                      

伊
那
中
央
病
院 

 

宮
原
（
城
崎
）
祥
子 

（
短
10
回
生
） 

皆
様
、
お
元
気
で
す
か
？ 

私
は
今

一
般
社
団
法
人
日
本
臨
床
衛
生
検
査

技
師
会
で
執
行
理
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。（
自
分
の
身
の
丈
に

合
っ
た
仕
事
と
は
思
え
な
い
な
あ
）

と
は
思
い
な
が
ら
、
毎
月
１
回
東
京

の
日
臨
技
事
務
所
へ
出
か
け
会
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
の
委
員
会
や

ワ
ー
キ
ン
グ
の
会
議
も
月
に
数
回
仕

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
っ
て
い
て
、（
な
か
な
か
大
変
な
仕

事
だ
な
あ
）
と
感
じ
つ
つ
、
日
常
業

務
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
ど
う

に
か
や
り
く
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の

日
臨
技
の
活
動
で
今
、
大
き
な
ウ
ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
る
の
が
こ
の
タ
ス

ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
に
関
す
る
厚
生

労
働
大
臣
指
定
講
習
会
で
す
。
経
緯

は
皆
さ
ん
の
ご
存
じ
の
と
お
り
医
師

の
長
時
間
労
働
削
減
に
向
け
た
医
療

よ
う
こ
そ 

 

重
藤 

聖
子 

先
生 

特特集集：：臨臨床床検検査査技技師師のの未未来来をを広広げげるる  

タタススククシシフフトト／／シシェェアア  
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関
係
職
種
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
／
シ

ェ
ア
で
す
。「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関

す
る
法
律
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
新

た
に
出
来
る
行
為
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。
実
際
に
そ
れ
ら
を
行
う
た
め
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
厚
生
労
働
大
臣

指
定
講
習
会
で
す
。
こ
の
講
習
会
で

は
日
臨
技
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
座

学
研
修
（
ｗ
ｅ
ｂ
）
と
都
道
府
県
技

師
会
が
行
う
実
技
（
対
面
）
講
習
会

の
２
つ
の
講
習
会
を
受
講
す
る
事
が

必
要
で
す
。
皆
さ
ん
は
も
う
修
了
さ

れ
ま
し
た
か
？
長
野
県
で
は
一
般
社

団
法
人
長
野
県
臨
床
検
査
技
師
会
が

私
た
ち
の
母
校
で
あ
る
信
州
大
学
医

学
部
保
健
学
科
の
教
室
を
お
借
り
し

て
こ
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

保
健
学
科
の
先
生
方
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
た
い
で
す
。
令
和
４
年
10
月
28
日

現
在
全
国
で
は
７
６
２
６
名
の
方
が

受
講
を
終
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
野

県
で
は
技
師
会
会
員
１
４
１
８
名
の

う
ち
６
１
７
名
が
講
習
会
に
申
し
込

み
、
４
０
０
名
が
座
学
講
習
を
修
了
、

１
２
５
名
が
実
技
講
習
を
修
了
し
て

新
し
く
認
め
ら
れ
た
業
務
を
行
う
事

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
の

影
響
で
遅
れ
て
し
ま
っ
て
は
い
ま
す

が
、
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
ら
講
習

会
を
再
開
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
で
き
る
だ
け
早
く
講
習
を
修
了
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
で
す
。
こ
の
講
習
会
を
受

講
し
て
い
な
い
か
ら
業
務
拡
大
が
出

来
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令

和
３
年
９
月
30
日
付
で
都
道
府
県

知
事
あ
て
に
厚
生
労
働
省
医
政
局
長

よ
り
出
さ
れ
た
通
知
文
書
「
現
行
制

度
下
で
実
施
可
能
な
範
囲
に
お
け
る

タ
ス
ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
の
推
進
に

つ
い
て
」
で
は
、
14
の
業
務
が
実
は

臨
床
検
査
技
師
が
行
っ
て
も
問
題
が

な
い
、
も
し
く
は
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
採
血
や
検
査
説
明
に
も
っ
と
積

極
的
に
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
で
き
る
業
務

に
積
極
的
に
関
わ
り
、
新
た
に
加
え

ら
れ
た
業
務
に
も
少
し
ず
つ
で
も
関

わ
る
姿
勢
を
示
す
事
が
、
臨
床
検
査

技
師
が
こ
れ
か
ら
の
医
療
体
制
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
、
自
分
た
ち
の

職
種
の
未
来
を
開
い
て
い
く
も
の
と

思
い
ま
す
。 

私
た
ち
臨
床
検
査
技
師
以
外
に
も
、

診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
、

救
急
救
命
士
が
法
改
正
を
さ
れ
業
務

拡
大
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
業
務
に

取
り
組
む
に
あ
た
り
、
医
師
と
タ
ス

ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
さ
れ
る
職
種
と

の
間
の
し
っ
か
り
と
し
た
信
頼
関
係

が
担
保
さ
れ
、
医
療
安
全
を
十
分
確

保
し
な
が
ら
今
後
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト

／
シ
ェ
ア
を
進
め
て
い
く
事
が
大
切

で
す
。 

今
回
の
業
務
拡
大
は
、
臨
床
検
査

技
師
の
未
来
を
拓
く
大
き
な
流
れ
で

す
。
後
輩
達
が
安
心
し
て
仕
事
に
打

ち
込
め
る
未
来
を
創
る
。
そ
の
た
め

に
検
査
技
師
、
検
査
室
自
体
の
意
識

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 



12

 

12 
 

事事事事務務務務局局局局かかかかららららののののおおおおししししららららせせせせ 

■■
カカ
ミミ
ンン
ググ
ホホ
ーー
ムム 

２
０
２
３
年
の
該
当
は
次
の
と
お
り

で
す
。 


 

卒卒
後後
1100
年年
：
保
健
学
科
８
期
生 

（
平
成
26
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
2200
年年
：
短
大
28
回
生 

（
平
成
16
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
3300
年年
：
短
大
18
回
生 

（
平
成
６
年
3
月
卒
） 


 

卒卒
後後
4400
年年
：
短
大
８
回
生 

（
昭
和
59
年
3
月
卒
） 

 

臨
嶺
会
と
し
て
補
助
、
協
力
（
構
内
見

学
な
ど
）
を
い
た
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
同
級
会
の
開
催
は

難
し
い
で
す
が
、
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
の

該
当
年
が
過
ぎ
て
い
る
、
あ
る
い
は
ま

だ
少
し
前
で
あ
る
場
合
で
も
、
同
級
会

を
開
催
す
る
学
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、

補
助
を
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

■■
会会
費費
未未
納納
のの
方方
へへ 

臨
嶺
会
は
皆
様
の
会
費
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
費
未
納
の
方
に
現

在
は
未
納
金
額
の
お
知
ら
せ
を
同
封
い

た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
未
納
金
額
は
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
左
記
振

込
先
へ
納
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
カ
ミ
ン

グ
ホ
ー
ム
な
ど
の
際
に
納
入
の
お
願
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

振
込
先
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

口
座
番
号
：
０
０
５
２
０-

０-

２
０
１
８
７ 

加
入
者
名
：
「
臨
嶺
会
」 

  
振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
衛
・
臨
・
短
何

回
生
、
会
員
番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。 

な
お
、
保
健
学
科
卒
業
生
は
保
健
学
科

同
窓
会
に
納
入
く
だ
さ
い
。 

  

■■
卒卒
業業
後後
のの
証証
明明
書書
申申
請請
方方
法法  

卒
業
証
明
書
、
成
績
証
明
書
等
の
申
込

み
は
、
郵
送
お
よ
び
窓
口
の
み
の
受
付
と

な
り
ま
す
。 

 

詳
細
は
「
信
州
大
学
医
学
部
保
健
学

科
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
各
種
証
明
書
」
の

「
卒
業
生
の
方
へ 

各
種
証
明
書
発
行

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■■
住住
所所
等等
変変
更更
ごご
連連
絡絡
のの
おお
願願
いい  

毎
年
、
転
居
先
不
明
で
戻
っ
て
く
る
会

報
が
多
数
あ
り
ま
す
。
改
姓
・
住
所
・・
勤

務
先
等
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
住
所
不
明
の
方

の
な
か
に
は
、
ご
実
家
あ
る
い
は
勤
務
先

へ
発
送
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
現
住
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

方
法
は
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
い
ず

れ
で
も
結
構
で
す
。
そ
の
際
、
会
員
番
号

を
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

令和５年２月現在 
(  )内人数 

保保保保健健健健学学学学科科科科 1111７７７７期期期期生生生生    33337777 名名名名 
 就就就就職職職職：：：：22224444 名名名名 

松本市医師会検査健診センター(1)、おひ

さまクリニック(1)、長野県環境保全研究

所(1)、JA 長野厚生連佐久総合病院(1)

日本赤十字社長野赤十字病院(1)、日本赤

十字社諏訪赤十字病院(2)、株式会社イナ

リサーチ(1)、山梨大学医学部附属病院

(2)、千葉大学医学部附属病院(2)、亀田

総合病院(1)、千葉市病院局(1)、自治医

科大学附属病院(1)、社会医療法人大雄会

総合大雄会病院(1)、一宮市立市民病院

(1)、社会福祉法人聖隷福祉事業団(3)、

医療法人徳洲会湘南鎌倉総合病院(1)、財

団医療法人藤田記念病院(1)、独立行政法

人労働者健康安全機構大阪ろうさい病院

(1)、株式会社エスアールエル(1)  

 

 進進進進学学学学：：：：11112222 名名名名 

信州大学大学院医学系研究科保健学専攻

（修士課程）(8)、同医科学専攻（修士課

程）(1)、信州大学大学院総合理工学研究

科生命医工学専攻（修士課程）(3) 

 

 

大大大大学学学学院院院院医医医医学学学学系系系系研研研研究究究究科科科科修修修修士士士士課課課課程程程程    
保保保保健健健健学学学学専専専専攻攻攻攻        
修修修修了了了了生生生生９９９９名名名名（（（（内内内内社社社社会会会会人人人人１１１１名名名名）））） 
 就就就就職職職職：：：：8888 名名名名 

信州大学医学部附属病院(2)、日本赤十字

社諏訪赤十字病院(1)、飯田市立病院(1)、

国家公務員共済組合連合会虎の門病院

(1)、医療法人豊田会刈谷豊田総合病院

(1)、JA 愛知厚生連江南厚生病院(1)、

シスメックス株式会社(1) 

 

 進進進進学学学学：：：：2222 名名名名 

信州大学大学院総合医理工学研究科（博

士課程）(2) 

令和５年 3 月卒業・修了 

卒卒卒卒業業業業生生生生のののの進進進進路路路路 
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220022２２年年ののででききごごとと 

 3 月 21 日（月）信大松本地区卒業式・学位記授与式 

祝賀会、謝恩会は中止 

4 月  4  日（月）信大入学式 

前期授業       対面講義  

９月 20 日（火）就職・進学支援セミナー （３年生対象、臨嶺会支援） 

講師  池田 悠馬さん （名古屋大学医学部附属病院 保 12 期生） 

山﨑 春奈さん  （信州大学医学部附属病院 保 8 期生） 

田中 佐知さん （神奈川県警察科学捜査研究所 保 1 期生） 

中林 徹雄さん （松本市立病院 短 13 回生） 

9 月 21 日（水）接遇対策セミナー（3 年生対象、臨嶺会支援） 

後期授業    対面講義  

  

編編
集集
後後
記記 

            

  

 

  

  

  

  
 

            

  

 

  

  

  

  
 

         
 

         
 

臨臨  嶺嶺  会会  会会  報報 
第第 44４４号号 

 臨嶺会会長 奥村 伸生 
事務局  小穴 こず枝 

樋口 由美子 
平  千明 
新井 慎平 
重藤  聖子 

編集委員会 武市 尚也 
金井 崚 

印刷  株式会社成進社印刷 

臨臨  嶺嶺  会会  事事  務務  局局  

〒390-8621 松本市旭 3-1-1 

信州大学医学部保健学科検査技術科学専攻 

Tel. 0263-37-2387（ダイヤルイン） 

Fax. 0263-37-2370（保健学科事務部） 

e-mail kensa@shinshu-u.ac.jp 

臨嶺会ホームページ  
http://www.mhoken.jp/rinreikai/ 

 

 

臨
嶺
会
報
44
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
に
広
が
り
生

活
様
式
を
一
変
さ
せ
早
3
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
２
０

２
２
年
度
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
併
存
）
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
た
年
で

し
た
。
世
界
各
地
で
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
か
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
へ
転
換
を
推
し
進
め
て
お
り
、
自
粛
生
活
が
長
く

慢
性
的
に
続
い
て
い
る
中
で
最
近
は
、
生
活
様
式
に

変
化
が
訪
れ
て
い
る
の
を
確
か
に
感
じ
ま
す
。 

今
年
度
の
会
報
に
お
け
る
近
況
報
告
の
テ
ー
マ

は
「
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
」
で
し
た
。
近
況
報
告
を

拝
見
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
も
生
活
の
変
化
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。 

し
か
し
、
世
間
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
も
、
私
の
勤

め
て
い
る
病
院
は
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
で
す
。
病
院
で
は
ゼ

ロ
コ
ロ
ナ
対
策
が
重
要
な
の
は
当
然
と
し
て
、
そ
れ

で
も
何
ら
か
の
方
法
で
精
神
衛
生
を
保
つ
必
要
が

あ
り
ま
す
。
会
報
の
編
集
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

私
自
身
の
「
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
」
を
見
つ
め
直
す

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

武
市 

尚
也 


